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でのプロセス（主に 1949 ～ 1968 年）は，従来，家庭学校の戦後復興や教育農場の再建として評
価されてきたが，本稿ではそこにおける留岡清男の関わり方に注目し，彼の独創的な「生活教育
論」の戦後展開を問題とする．
   そもそも，岩波の雑誌『教育』の編集をもとに教育科学研究会を組織し「大幹事長」1）として





































運営への参与とはならず，「煩悶の 4 年間」を必要とした．その機がようやく熟して 1949 年 7 月
に，彼は復興のリーダーとなり分校の復興を本格化させ，やがて地域に根ざした教育農場として
の再建へと進み，また教護教育の本来的使命に迫る実践を展開し，東京本校からの法人としての
分離・独立を実現させるに到る．つまり，1949 年から 1968 年までの北海道家庭学校の復興・再

















































































　留岡清男が北海道に疎開し，終戦直後に分校へ移住してからの 4 年間 1945 ～ 1949 を理解する
ために，まずその生い立ちの特異性，戦前における留岡清男の分校体験とも関係して，校祖亡き
後の二代目校長選定の問題に対して彼がとった態度には，とくに留意すべきである．
   留岡清男は留岡幸助の四男として東京巣鴨刑務所官舎で 1898 年 9 月に生まれた．その翌年の
秋に幸助はわが国最初の少年感化事業である家庭学校を創設し，1900 年 4 月には生母の夏子が
























教壇を辞して，1929 年 9 月（31 歳）に北海道遠軽の分校に教頭として赴任し（掬泉寮長を兼務），
3 年半にわたって分校の職員たちと信頼関係を築き，小作農の極貧とその制度的矛盾を実地に体
験し，小作農開放を基軸とする家庭学校改革案（コロニープラン）をまとめて 1933 年 3 月に帰
京する9）．彼は城戸幡太郎の要請を受けて，岩波書店発行の雑誌『教育』の編集主幹となり，『教

























の城戸幡太郎は世田谷署），1945 年 3 月に始まる東京大空襲の激化で起訴猶予のまま釈放された
のは 4 月 29 日のことであった．しかも，下宿先（家庭学校元職員上野他七郎・百合の老夫妻宅）



































































































　北海道家庭学校の戦後復興は，留岡清男が 1949 年 7 月に復興のリーダー役を引き受けたとこ
ろから本格化した．そこに至るまでには，既述のように家庭学校が存亡の危機に陥り，分校では












　公職追放の見直しが 1949 年 1 月から始まり27），「措置費」の実施で東京本校も運営の目途がた
ち，その機がようやく熟して（阻止要因の緩和），分校職員から復興のリーダーとなってほしい
との熱烈な要請に國澤理事長の了承がえられて，留岡は「すべて下駄を預けるなら！」というこ












費，交通費等」の支払方法を問い合わせた文書（控）が残っており29），また 1949 年 7 月から
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に定員増（定員 50 名から 90 名 36）へ）を構想し実現していくことにして、そのために必要な
                             





























































に定員増（定員 50 名から 90 名 36）へ）を構想し実現していくことにして、そ ために必要な
                             














































































































































   ところで，1955 年頃から，留岡校長は新たな運営上の問題に気づかされ苦闘していた．そも
そも，遠軽の分校が戦中戦後の疲弊・荒廃から出発した復興事業であったが，1952 年 4 月の組
織変更で，東京本校から独立した事業体としての「北海道家庭学校」となり，留岡清男が正式な











































月 150 円（該当者 3 名），中学生：月 300 円（該当者 2 名），高校生：1,700 円で内 700 円は貸与





















































































   この節では，留岡清男の「生活教育論の戦後展開」を北海道家庭学校の復興事業（経営の面）










岡清男の幹事長としての活躍振りを「大幹事長」と表現したのは，宮原誠一 1977 と波多野完治 1978 で
ある．
２）留岡清男 1941（東京市養育院講演「生活教育論」）は留岡 1930,1932a,1932b,1933a,1933b などをふま



































種次が第 1 号 1933,3. と第 2 号 1933.4. を東京で編集し発行したのだが，牧野虎次が二代目校長に就任し
て『人道』を再刊したことから，『サナプチ』第 3 号は刊行されていない．
11）留岡清男「三沢正男君を悼む」『ひとむれ』第 145 号（1954 年 10 月 25 日）を参照．
12）奥田三郎 1964 は，この点について，以下のように述べている．
　「私のみる限りでは（中略）この『教育』編輯，『教育学辞典』編輯，教育科学運動の時代，すなわち昭





14）鈴木良吉から國澤理事長宛の 1945 年 7 月 28 日付書簡（留岡清男の疎開，資料 No.13087）および鈴
木良吉から國澤新兵衛理事長宛の 1946 年 5 月 30 日付書簡（資料 No.13116）．
15）家庭学校同志会の結成とその「宣言」は，家庭学校社名渕分校『東京本校ニ対スル文書類』昭和 21
年 11 月（資料 No.2507）に所収．
16） 家庭学校社名渕分校『東京本校ニ対スル文書類』昭和 21 年 11 月（資料 No.2507）の中の「陳情書」
や理事各位への「訴状」などを参照．
17） 「北海道教育懇談会」は 1946 年 5 月 25 日～ 26 日に遠軽シャナプチ家庭学校で開催．留岡清男（日本
教養連盟・北方民生協会）のほか，石附忠平（北海教育評論社），坂本亮（北方民生協会），中井喜代之
（北方民生協会）などから話題提供．参加者は 4 ～ 5 回分の主食・副食と飯盒を持参した合宿研究会で
あった．『雑文書（1946 年度）』（資料 No. 記 50―2508）の中に「案内状」がある．





19）  鈴木良吉から國澤新兵衛理事長宛の 1946 年 5 月 30 日付書簡（資料 No.13116）による．ちなみに，
1952 年 3 月に厚生省などに提出した留岡清男理事承諾書の住所も東京都池袋である（『社会福祉法人家
庭学校えの組織変更認可申請書』資料 No.0956）
20） 奥田三郎の移住と校医就任については，鈴木良吉から國澤新兵衛理事長宛の 1946 年 5 月 30 日付書簡
（資料 No.13116）などを参照．
21） 『東京本校ニ対スル文書類』（資料 No.2507）に所収の，「財団法人家庭学校理事会議事録 1947 年 3 月
29 日」，國澤理事長・今井校長より分校所員一同宛の 1947.3.30. 付の書簡，鈴木良吉より國澤理事長・





23） 留岡茂男ほか 1981，および『東京本校ニ対スル文書類』資料 No.2507 に所収の「財団法人家庭学校理
事会議事録」（1947 年 3 月 29 日）を参照．
24） 『東京本校ニ対スル文書類』（資料 No.2507）に所収の東京本校角名巽（教頭）から分校への書簡（1947
年 9 月 3 日付，9 月 6 日付，1948 年 1 月 15 日付，3 月 29 日付，4 月 4 日付，4 月 6 日付，5 月 16 日付，
5 月 22 日付，分校より角名巽教頭宛 1947 年 12 月 19 日付，1948 年 3 月 26 日付などに加えて，同文書
綴に所収の「故角名巽の校葬執行順序」1948.6.13. を参照．これらの資料からはすれば，角名は敗戦後
の危機で東京本校教頭としての過酷な業務による“過労死”だったのではないか．




26） 『東京本校ニ対スル文書類』家庭学校資料 No2507 における各理事宛の訴状（19471125）に添付の「社
名渕分校の近況」などを参照．
27） 「覚書　該当指定特免申請書」 （昭和 24 年 5 月 2 日　石附忠平・留岡清男ほか）の写（資料 No.0300）
が北海道家庭学校に所蔵されている．
28） 留岡清男より北海道家庭学校職員一同宛「書簡」19497.22（『往復文書綴』資料 No.2984）に要請受諾
の返答が記されており，また『家庭学校日誌』（資料 No.2984）の 1949 年 7 月 28 日の職員会議で受諾
書状を確認して，職員会議の記録を改善する旨の記載がある．
29）  分校より留岡清男宛の 1949 年 8 月 17 日付の書簡．『往復文書綴』（資料 No.2984）に所収．
30） 従来の家庭学校社名渕分校や北海道家庭学校の文献の中には，留岡清男 1959a『留岡幸助と北海道家
庭学校』巻末付録の年表や谷昌恒「北海道家庭学校」『遠軽町史』1977 p.1204 などで，1949 年に「四代
目校長」になったとされており，これを踏襲したものが少なくない（高瀬善夫 1982，藤井常文 2003 な
ど）．しかし，北海道庁や各児童相談所などへの公文書にはいずれも今井新太郎が校長として署名・捺
印をしており，留岡清男が校長として公文書類に署名・捺印するのは 1952 年 4 月以降のことである．
1949 年 7 月以降 1952 年 3 月までは，非公式な（分校内部での）「実質的な校長」という意味のもので
あった．このように，変則的な運営形態の時期があったのである．
31） このスローガンは，まず「創立滿四五周年記念式典」1952.8.24. の留岡校長「式辞」で示され（『ひと
むれ』第 117 号 1952.8.25. に収録）留岡清男 1964a に再録されている．なお，留岡清男は北海道家庭学
校の校長に正式に就任した後の 1954 年 7 月発行の『ひとむれ』第 141 号で「私たちは今年から『教育
は胃袋から』の外に，『教育は目から，耳から，体から』というスローガンを加えました」とある．こ
れは復興の第二段階に前進して，実践内容の変革へと展開していたことになる．






33） 川口正夫「酪農部の歩み（1）～（8）」『ひとむれ』第 487 ～ 494 号（1982）には，戦前の全道屈指の
酪農組合活動から戦時期の衰退を経て戦後復興に到る「歩み」が述べられている．








制（12. ベット）としたことから，定員増は「85 名」に留められ，90 名への定員増は実施されていない．
37） ちなみに，施設の大規模化がコロニー構想という行政課題となるのは 1960 年代後半からで，地方自治
体が無認可保育所や障害者共同作業所への補助金を支出するのは 1970 年代以降のことである．
38） この年月は「昭和 26 年 7 月」の誤記ではないかと思われる．何故なら，『一群』第 96 号（1951 年 8
月 10 日発行）に掲載の留岡清男「私の提言」はこれと同じ文章だからである．この手紙の引用は留岡
清男 1953，『一群』第 200 号（創立満 45 周年記念特集 1959.9.24.）所載の留岡清男「式辞」や留岡清男




39） 『ひとむれ』第 144 号 1954.9.pp.7 ～ 8 の「式典概況報告」には，「記念式終了後……酪農部からは，し
ぼりたての牛乳を，又札幌から馳せ参じた卒業生は自分がパン工場に働いている関係上，腕にヨリをか
けて酪農部のパン釜で焼き上げたパンを，会衆一同に提供し，すばらしく好評を博しました」とある．
40） その実情の一端を，藤井常文 2003 は留岡から中野六ヱ門への手紙で示している（pp.196 ～ 200）．
41） 戦後における「下社名渕小学校」の『学校経営概要』昭和 37 年度』昭和 37 年度には学校形成・展開




学習指導や木工作業の指導を 15 年間も担当している（森忠之 2003）．
42） 北海道家庭学校『奨学金関係 昭和 30 年～ 34 年』資料 No.1394 による．





44） 大泉溥 2016「大自然の感化と人間力」『ひとむれ』第 928 号には，1949 年 3 月 2 日に襲来した－ 30 度
の寒さに震える少年たちが薪づくりの必要を実感した瞬間を描いている．ただし，この週の前半は－ 10
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篭山京（編）1956　『生活教育』国土社  「まえがき」pp.1-3，および「第 3 部第 2 章　目標を誤った生活教
育」pp.259-299
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第 7 巻　留岡清男の子ども研究と生活教育論』クレス出版 2009 に再録）





留岡清男　1933b　「成長を阻止するもの」『サナプチ』第 2 号　p.2（大泉溥編 2009 に再録）
留岡清男　1940　『生活教育論』西村書店　（大泉溥編『文献選集　教育と保護の心理学　第Ⅱ期昭和戦前
戦中期　第 4 巻』クレス出版　1998 に再録）
留岡清男　1941　「生活教育論」（東京市養育院講演記録）謄写印刷（大泉溥編 2009 に再録）
留岡清男　1948　「地の果て，値の塩」　創生社『青年文化』第 3 巻 9 号　p.2-7（大泉溥編 2009 に再録）
留岡清男　1951　「私の提言」『一群』第 96 号（8 月 10 日発行）．その後の留岡清男 1952，1953，1964a，
1967 などで再三再四，引用されており，それは手紙の同じ文章なのである．
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